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３ まちづくりの方向性 

３-１ まちづくりの方向性 

３-１-１ 上位計画、関連計画 

（１）総合計画等 

  １）第５次和歌山市⾧期総合計画（基本構想・基本計画） 

・基本構想において将来都市像を「きらり 輝く 元気和歌山市」と定めるとともに、分野別将来都市像 4 にお

いて、コンパクトシティの形成や高齢化対策など人口減少等にも対応し、安心して住み続けられる社会づくりを

進めることを示している。 

・また、分野別目標２では「住みたいと選ばれる魅力があふれるまち」として「中心市街地の魅力向上」、分野

別目標４では「誰もが安心して住み続けられる持続可能なまち」として、「コンパクトシティの実現」などが位置

づけられている。 

・コンパクトシティの実現のための施策として「公共交通体系の充実」が位置付けられており、広報等による利用

促進、環境整備等による利便性向上、地域バス等への支援等による公共交通機関の維持・充実、広域的

交通機能の充実を進めていくこととしている。 

 

 
出典:第 5 次和歌山市⾧期総合計画 

図 ３-1 将来都市像 
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出典:第 5 次和歌山市⾧期総合計画 

図 ３-2 公共交通体系の充実 
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  ２）第２期和歌山市まち・ひと・しごと創生総合戦略及び第２期和歌山市人口ビジョン 

・国立社会保障・人口問題研究所（以下「社人研」という。）の将来推計では、将来人口は人口減少が続

き、令和 22(2040)年に人口 30 万人（県都として 主要な都市機能を維持可能な人口規模）を大きく

下回るか否かの分水嶺となっている。第２期人口ビジョンにおいては、この点を重視し、今後注力することで令

和 22(2040)年に人口 30 万人を下回らないことを将来の人口展望としている。 

・これに対し、「基本目標Ⅰ 安定した雇用を生み出す産業が元気なまち」、「基本目標Ⅱ 住みたいと選ばれ

る魅力があふれるまち」、「基本目標Ⅲ 子供たちがいきいきと育つまち」、「基本目標Ⅳ 誰もが安心して住み

続けられる持続可能なまち」という４つの基本目標を掲げている。 

 

 
出典: 第 2 期和歌山市まち・ひと・しごと創生総合戦略及び第 2 期和歌山市人口ビジョン 

図 ３-3 将来人口の推計結果 

 

 
出典:第 2 期和歌山市まち・ひと・しごと創生総合戦略及び第 2 期和歌山市人口ビジョン 

図 ３-4 基本目標と基本的方向性 
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（２）都市計画 

  １）和歌山市都市計画マスタープラン 

・中心市街地や周辺地域の拠点間が交通ネットワークで結ばれることで相互に補完しあえる「多極型のコンパク

トなまちづくり」を進めることとしており、拠点、都市軸及び交通軸、ゾーンをそれぞれ設定している。 

 
出典:和歌山市都市計画マスタープラン 

図 ３-5 まちづくりのイメージ 

 
出典:和歌山市都市計画マスタープラン 

図 ３-6 将来都市構造図 
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  ２）和歌山市立地適正化計画 

・都市計画マスタープランに示される将来都市像を踏まえ、居住機能や、医療、商業、子育て支援などの様々

な都市機能の立地を適正に誘導することを目的に、都市機能誘導区域、居住誘導区域をそれぞれ定めてい

る。 

・都市機能や居住誘導を図るための施策として公共交通ネットワークの形成が位置付けられ、既存バス路線の

見直し、新規路線の開設や地域バスの導入検討、駅へのアクセス向上等を進めていくこととしている。 

 
出典:和歌山市立地適正化計画 

図 ３-7 都市機能誘導区域 

 

 
出典:和歌山市立地適正化計画 

図 ３-8 中心拠点の施設誘導イメージ 
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出典:和歌山市立地適正化計画 

図 ３-9 居住誘導区域 
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（３）その他の計画 

  １）第３次和歌山市環境基本計画 

・市民、事業者、行政がめざすべき環境像を、「豊かな自然と共に生きる環境にやさしいまちわかやま」として、こ

の環境像の実現に向けて施策を展開していくこととしている。 

・３つの基本目標のうち、地球環境の保全におけるまちづくり分野での取組に、「都市機能の集約化」や「自動

車利用の抑制」を位置づけ、中心部と各拠点が連携した都市構造への転換、公共交通ネットワークの充実

による自動車利用の抑制等を進めることとしている。 

  
出典:第３次和歌山市環境基本計画 

図 ３-10 施策の体系 

 

 
出典:第３次和歌山市環境基本計画 

図 ３-11 計画の推進体制 
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  ２）和歌山市第２期 SDGs 未来都市計画 

・まちなかでのリノベーションによるまちづくりや、持続可能な海づくりなど、まち全体の「リノベーション」（＝今ある

ものを生かして、その価値を更に高める）に取り組み、まちなかと郊外の漁村エリア双方から持続性を高め、市

全体として持続可能な社会を目指していく。 

・自転車活用を推進するための計画を策定し、シェアサイクルの推進を含め、環境にやさしく、健康的な移動手

段である自転車で移動する人々の増加を目指すほか、デマンド型乗合タクシーの運行や地域コミュニティバス

への支援により交通不便地域におけるモビリティの確保を図る。また、本市に適したＬＲＴ等の新交通システ

ムの導入可能性についても調査・研究を進める。 

 

図 ３-12  SDGs ポスター 
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  ３）第４次和歌山市地域福祉計画 

・地域福祉を多様な主体が協働して推進する上での基本的な方向性を定めている。 

・基本理念を「お互いを尊重し、支えあう“元気な福祉のまち”を、わたしたちの“参加と協働”で創出します」と

し、11 の取組の柱のうち「快適な生活環境をつくります」において、取り組む方向として移動への支援の充実を

位置づけ、公共交通の充実や移動支援事業等を実施していくこととしている。 

 

出典:第４次和歌山市地域福祉計画 

図 ３-13 取組の体系 
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３-１-２ 計画に基づく取組 

（１）中心市街地活性化に向けた再開発 

・都市再生整備計画に基づく新しいまちづくりに向けた種々の取り組みの結果、国の新しいまちづくりのモデル都

市に選ばれた。 

・引き続き、都市再生整備計画に基づき、和歌山市まちなかウォーカブル推進事業等を進めていく。 

 
出典:和歌山市都市再生整備計画（令和５(2023)年 3 月） 

図 ３-14 和歌山市中心拠点再生地区（ウォーカブル） 

 
出典:和歌山市 

図 ３-15 新しいまちづくりモデル都市に係る和歌山市の取り組み  


